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資料２－１別紙 

 

アンケート意見結果（主なもの） 

 

○10月 4日（月）～7日（木）実施 講座「提案型集約化施業実践」 

 ・森林所有者への具体的なアプローチ方法を学べたので実践したい。 

 ・様々な専門家の考え方や意見を聞けた。 

 ・（講義資料が）パワーポイントで簡潔にまとめられており良かった。 

 ・多くの知識、考え方に触れることができたが、考える時間がもう少し欲しかった。 

 ・時間にもっと余裕が欲しい。 

 ・現場の時間を多くしてほしい。 

 

○10月 11日（月）～13日（水）実施 講座「森林整備事業の実務」 

・いろいろな話しが聞けて有意義だった。 

・初めての担当者でも分かりやすく、目的は達成できた。 

・測定、測量機器を用いて、実際に経験できたことが良かった。 

・内容を絞ったものとした方が良いのでは。 

・測量・測樹した結果や、実際の歩掛表等から積算する実習があると、より実務の全

体像が分かるかもしれないと思った。 

 

○10月 21日（木）～22日（金）実施 講座「森林土木事業の設計・施工監理（前期）」 

・共通仕様書や積算書の入門編として大変有意義だった。 

・演習（積算作成）は改めて手計算することで成り立ちを確認することができた。 

・できれば具体的にリーザで設計してみたかった。 

・監督員業務（特に施工監理）についてもっと触れてほしかった。 

・講師によっては話しの内容が聞き取りにくかったため、今後改善を希望する。 

・（市町村）職場に専門職がいないので、設計業務に携わる担当者は、内容が合って

いるのか、また不備がないか不安の中業務をこなしているのが実情。定期的な研修

や実習の開催をぜひお願いします。 

 

○10月 25日（月）～29日（金）実施 講座「路網整備と作業システム（実践）」 

・基礎を再確認できて良かった。他の受講者の作業を見るのも参考になる。 

・図面から路網をイメージする難しさと大切さが分かった。 

・基礎から応用、分かりやすい実習で、実践で役に立てたいと思った。 

・もう少し切り土盛り土を明確に作業できる現場を希望します。 

 


